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情報教育講座

1.は じ め に

近年,IT革命と呼ばれるような情報技術の急速な

進歩により,我々を取り巻く社会情勢は大きく変化し

ている。日常生活の中においても,各種情報機器が利

用されるようになり,これら無しでは非常に生活しづ

らい状況になりつつある。

このような時代の流れを受け,子供のうちからコン

ピューターに慣れ親しむことが重要であると考えられ

るようになり,初等教育段階から学校にコンピュー

ターが導入されるようになった。今日,全国どこの学

校に行っても,コンピュータルームが設置され,最低

でも小学校では2人に1台,中学校・高等学校では1

人に1台の割合で,コンピュータを使用した授業がで

きるような環境は整えられた。さらに,インターネッ

トの急速な普及に伴い,インターネットに接続できる

学校(小学校から高等学校まで)の割合は,文部省の

調査[1]によれば,平成11年度の35.6%から平成12

年度は57.4%と大幅に増加し,数年以内には,全国の

すべての学校がインターネットで結ばれる計画になっ

ている。しかし,教える側の教員の資質は,教員免許

を取得するカリキュラムにおいてコンピュータ関係の

授業は必修科目として置かれていないこともあり,

ハードの整備に比べて立ち後れている。コンピュータ

を操作できる教員の割合は,平成11年度の57.4%から

平成12年度は66.1%であり,コンピュータで指導でき

る教員の割合にいたっては,平成11年度の26.7%から

平成12年度は31.8%とわずかな伸びにとどまってい

る。

平成12年度からの教員免許法の改正において,よう

やく情報化社会に対応すべく,免許教科に関係なく「情

報機器の操作」(2単位)として,コンピュータ関係の

科目が必修化されることとなった。これに対応して,

課程認定を受けている全国の大学では,対応科目を新

設することとなった。

愛知教育大学においては,教員免許取得の有無にか

かわらず,これからの社会において必要不可欠な素養

であると考えて,平成12年度から「情報機器の操作」

に対応する授業科目として,「情報教育入門I」「情報

教育入門II」(各演習1単位)を新設することとなった。

本研究では,これらの授業について,すでに平成12

年度前期に行われた「情報教育入門I」について,そ

の内容を紹介するとともに,成果・問題点等を踏まえ

て今後を展望することとした。

2.情報教育入門Iの授業内容

情報教育入門Iでは,コンピュータの操作を行う上

でのリテラシーを獲得することを目標とした。一般に

リテラシーとは,最低限の読み書きの能力を意味する

が,これをコンピュータに当てはめてみると,コン

ピュータについての最低限度の知識,活用能力を意味

するものと考えられる。しかし今日,コンピュータの

活用範囲は相当広くなっており,一口にリテラシーと

いっても,コンピュータの基本操作からインターネッ

トの利用まで,相当広い知識が求められていると考え

られる。

そこで,情報教育入門Iの授業においては,一般的

に最も広く普及しているオペレーティングシステムで

あるMS-Windowsの基本操作とキーボード入力,イ

ンターネットによるWebページ閲覧,電子メールの

交換,といった内容を重点的に教授することとした。

授業は,50人1教室を教官2人で演習を主体として

行うこととした。情報教育入門Iは,情報教育講座で

担当することとなっているが,スタッフの不足等のた

め,情報教育講座6人,数学教育講座7人,技術教育

講座2人に加えて4人の非常勤講師に授業担当を依頼

して,計18クラスが運営された。 近年コンピュータ

を利用する授業については,ほとんどの大学で実施さ

れ,高等学校までの段階でも実施している学校が数多

くあるが,ほとんどの場合,情報科学・情報工学等を

専門に学んだ経験がなく,コンピュータの1ユーザと

しての経験に基づいて授業を行う場合が多い。このこ

とについての弊害は多くの研究で報告されている。特

に,何を教えたらよいのかがわからないまま,自分の

使用しているソフトウェアやプログラミング言語を教

えることに終始してしまう場合が多い。そこで,本学

の情報教育入門Iの授業では,すべてのクラスで教え

る内容を統一することにより,全学生が同じ内容につ

いて学習できるようにした。そのために,下記のよう

な内容でテキスト[2]を情報教育講座の教官3名に,
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法律関係を専門とする教官2名を加えた5名の教官が

協力しあって作成した。

1。情報教育とは

1.1 情報教育と情報活用能力

1.2 学校における情報教育

1.3 教育と情報メディア

1.4 教育の情報化と教師

2.ノートパソコン入門

2.1 パソコンの基本構成

2.2 操作のための基礎知識

2.3 ノートパソコンの起動と終了

2.4 ノートパソコンの設定確認

3. Windows98の基本操作

3.1 オペレーティングシステムとは

3.2 ウィンドウの基本的な操作

3.3 アプリケーションの起動と終了

3.4 ファイルとファイルブラウザの使い方

3.5 ヘルプ機能の使い方

4.タイピング入門

4.1 タッチタイプとは

4.2 タッチタイプの基本

4.3 タイピング練習

5.日本語入力

5.1 日本語入力の必要性

5.2 日本語入力と仮名漢字変換

5.3 ファイルヘの保存

6.ワードパッドによる簡単な文書作成

6.1 エディタとワープロの違い

6.2 ワードパッドによる文書作成

7.ワードパッドによるレポート作成

7.1 レポートの作成と提出

7.2 表紙の作成

7.3 本文の作成

8.インターネット入門

8.1 インターネットとそのサービス

8.2 情報教育教室のネットワーク

8.3 ネチケット

9.インターネットと表現の自由概論

9.1 インターネットと表現の自由

9.2 インターネット利用者による違法･不正な行

為

9.3 参考文献

9.4 参照条文

9.5 質問応答集

10. Webプラウザの使い方

10.1 WWWとは

10.2 Netscape Navigator の使用法

11. Webによる情報検索

12.電子メール入門

12.1 電子メールとは

12.2 電子メールの内容

12.3 利用のための準備

12.4 電子メールの使用方法

13.電子メールの活用

13.1 メールの返信と引用

13.2 電子メールの転送

13.3 不要になったメールの消去

従来,この種の授業の半期分の内容としては,ワー

プロや表計算ソフトなども含めている場合が多いが,

明らかに内容過多であり,そのような場合には,ソフ

トウェアの使用方法を教えるためだけの授業と化して

いると言わざるを得ない。つまり,専門学校やパソコ

ンスクールなど,短期間での資格取得を目的とする機

関と同様になってしまっていると思われる｡おそらく,

一部の学生を除いては授業内容の理解が不十分になっ

ていると考えられる。

本学の場合,将来何らかの形で教育に携わる可能性

が高い学生の教育を担っており,指導者として通用す

る素養を身につける必要がある。そのために,本授業

では,各自が最低限のパソコン管理ができることと,

正しい操作方法(キーボード操作も含む)を身につけ

ることが重要であると考えている。実践結果について

は,後章で述べることとする。

なお,この内容については,昨年度まで筆者が総合

科学課程の新入生ゼミで実施していた下記の内容[3]

を参考にしている。新入生ゼミ(1年次前期週1コマ)

で実施した内容の中で,情報教育入門Iで実施できな

かった内容については,後期の情報教育入門IIで取り

上げても良い内容であると考えている。情報教育入門

IIでは,それらに加えて,ワープロによる本格的な文

書作成や表計算ソフトによる統計処理などが内容とし

で考えられている。
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・インターネットとは

・キーボードに慣れ親しもう

・WWWによって,世界中の情報の中を旅行しよう

・文書を作成するには

・ネットニュースの世界を覗いてみよう

・電子メールの使用法

・HTML入門

・自分のホームページを作成し,情報発信をする
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3.ノートパソコン持ち込みについて

3.1 経緯

従来多くの大学で行われてきたコンピュータリテラ

シーの授業は,あらかじめ大学の設備として,コン

ピュータ教室にコンピュータを設置しておき,そのコ

ンピュータにインストールされているソフトウェアを

利用して行う形態がほとんどであった。しかし,教員

養成を主たる目的とする本学では,小中学校などの教

育現場の今後の状況を見通した上で,十分な情報活用

能力を持った人材を育成する必要がある。

このような視点から考えると,すでに義務教育段階

でもすべての学校にコンピュータルームが設置され,

数年以内にはすべての学校をインターネットで結ぼう

としている段階においては,あらかじめ用意されたパ

ソコンを使用できるだけでは不十分であると考えた。

つまり,教貝の側は各自が自分専用のパソコンを持ち,

職場・家庭などの場所を問わずに活用し,トラブルが

生じた時は各自の責任で問題を切り分け,修復するな

り修理に出すなどを判断できる能力が必要であると考

えた。

情報処理センター等に設置されたパソコンでは,こ

れらを実現することは不可能である。なぜならば,不

特定多数の利用を前提に構成されたコンピュータシス

テムでは,一般に個人が勝手に環境設定を変更したり

新しいソフトウェアをインストールすることが禁止さ

れているからである。また,故障時なども勝手に原因

を調べたり,再インストールするなどは許可されてい

ない。つまり,情報処理センターのような環境では,

ユーザは単にあらかじめ用意されたソフトウェアを利

用することしかできないのである。また,そもそも情

報処理センターの設置目的が研究利用であることを考

えると「情報機器の操作」の授業を行うには無理があ

る。

さらに,文部省の考えとして「情報機器の操作」の

授業が新設されるのに対して,パソコンを設備する予

算はまったく計上する計画のないことが早期から明白

であった。

これらの理由などから,今年度は新入生全員にノー

トパソコンを用意してもらい,大学の設備としては,

電源コンセントとインターネットヘの接続設備を備え

た,いわゆる情報コンセントを設置した教室を3教室

設置するにとどまった。

3。2 問題点

今回,学生がノートパソコン持ち込むに際しては,

大学側としては授業を実施するために必要な最低限の

仕様を示すにとどめ,学生の自主的な判断により各自

で購入してもらった。授業を実施するスタッフの全員

が必ずしもパソコンのハードウェアに精通しているわ

けではないこと,などを考えると,実施する側として

は,当然,全員が同一の機種である方が好都合である

が,学生に用意してもらう以上,強制するわけにはい

かないとの判断である。また,経済的に購入が困難な

学生には,大学側で数台のパソコンを用意した。貸与

を受けた学生は2名であった。

実際には,大学生協が本学の仕様に合ったノートパ

ソコンを新入生の人数分用意し,市価よりも安く4年

間の保証付きで販売したため,新入生935名中,約870

名の学生(93%)が生協から購入した。但し,今年度

は一部の専攻の特殊事情により,2種類のパソコンを

用意し,約66台が他の多くの学生とは別機種となった

(芸術系専攻の2クラス)。また,情報教育課程に入学

する学生が特に自分でパソコンを用意したケースが多

く,66台の別機種の学生と合わせて,別機種のクラス

1クラス(残り1クラスも同一時間に開講)は私自身

が担当することとして,トラブルの発生に対処した。

今後,学生の個性が多様化し,高等学校段階までに

何らかのコンピュータ教育を受けてきた場合,機種が

統一されなくなる可能性はますます増大するため,教

官側の技術向上に努める必要がある。

購入に際しての問い合わせとして多かったのは,す

でに持っているノートパソコンで間に合うかどうかで

あった。これに対しては,ほとんどが問題なく使え,

一部メモリーの増設等をアドバイスすることとなっ

た。

実際の授業において,もっとも多かったトラブルと

しては,ネットワーク接続ができないというもので

あった。授業の初期段階においては,設定の間違いや

必要なドライバソフト・プロトコルなどがインストー

ルされていないことが原因であった。しかし,その後

もネットワークに接続できないという障害は毎時間の

ように発生した。これらの場合,大部分は情報コンセ

ントヘLANケーブルのジャックを差し込む際の差し

込みが不完全な場合がほとんどであった。

その他,パソコンに学内LAN用のモジュラー

ジャックと家庭の電話回線に接続するためのモジュ

ラージャックの2つがあったために,両者は大きさで

容易に区別できるにも関わらず間違えて使用したり,

電話用のモジュラーケーブルを使用して情報コンセン

トに接続しようとして接続ができないようなケースも

あった。これらについては,来年度以降,テキストに

両者の違いを詳細に記述するなどの改善が必要である

と思われる。

4.平成12年度前期実践結果

以下の実践についての記述は,私の担当した2クラ

スならびにサポートにあたった他のクラスの実状を交

えたものである。

まず授業実施にあたって,入学時の教務ガイダンス
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において,本授業の最初の時間には必ずノートパソコ

ンとネットワークケープル等一式を持参するように指

導した。 しかし,一部のクラスではまだパソコンを用

意していなかったり,ネットワークケーブルがどのよ

うなものかわからずに用意していない学生がいた。こ

れは,他の授業の多くが最初の時間は簡単なガイダン

スのみで終わってしまうことにも起因すると思われ

る。

2回目の授業においては,学内LANに正常に接続

できることを確認することに重点をおいたが,生協で

購入した学生のLAN機能内蔵の機種において,出荷

時の状態ではLAN機能が無効になるよう設定して

あったために, BIOSの設定変更という初心者には相

当困難な作業から始める必要に迫られた。また,自分

でパソコンやLANカードを用意した学生のパソコン

については,フロッピーディスク等からドライバソフ

トをインストールする必要があり,情報教育課程の学

生のクラスでは,かなりの学生についてケースバイ

ケースでの対応が必要となった。

他のクラスでも,ほとんどの学生が2回目または3

回目の授業までには学内LANへの接続ができるよう

になったが,数名の学生については,接続ができずに,

私が個別に症状を見て,対応することとなった。

タイピングの単元では,各教室に設置されたファイ

ルサーバ中のタイピング練習ソフトを利用して英文の

タイプ練習を行った。この際に,ファイルサーバ上の

タイピング練習ソフトの入ったディレクトリを, Win-

dowsのネットワークドライブの機能を使用して,適

当なドライプレターに割り付けて使用したが,この操

作を正しく行えなかった学生が次回にタイピング練習

を行おうとしてできないという事例が続出した。やは

り,初期の段階でネットワークの概念まで含めて理解

してもらうことは困難な様子であった。このタイピン

グ練習は,視線を常にディスプレイ上においてキー

ボードを見ずに文字が入力できるようにするためのも

ので,今後長期間にわたってコンピュータを使用して

いくためには必要不可欠な素養である。特に小学校の

教員になる学生にとっては,子供たちへの影響が大き

いので,特に重要な項目であると考えている。

日本語入力およびワードパッドの項目では,仮名漢

字変換の練習を中心にして,エディタとワープロの違

いなどについて説明したが,期末試験で両者の違いを

出題したところ,一部の学生しか正確に答えられてい

なかった。また,今回は, Windows98に付属のワード

パッドを使用したが,パソコンのソフトウェア使用で

ワープロソフトとしてWord2000を指定しておいた

ので,初めから,ワープロソフトを使用してはどうか,

という意見もあり,エディタとワープロの違いを際だ

たせる上でも,ワープロソフトを使う方向も今後検討

したい。

情報教育入門Iの講義の中で,学生が最も関心を

持っていたのが,時代の流れを反映して,インターネッ

トに関する項目であった｡この単元では,インターネッ

トを利用できることはもちろんであるが,最近,イン

ターネット犯罪が社会問題となっていることを考慮

し,インターネットを利用する上でのマナーについて

特に注意を払った。また,インターネットを利用した

際の法的な問題を特に著作権に焦点をあてて,取り上

げた。この部分の授業については法律を専門とする教

官に担当をお願いした。また,チェーンメールやスパ

ムメールなどネットワークを麻庫させることを目的と

したメールについても言及し,絶対にその一翼を担う

ことにならないよう注意を促した。

前期の授業の最後では,周辺機器としてCD-ROM

ドライブの接続･利用方法について学習するとともに,

CD-ROMからウィルス駆除ソフトのインストールを

行った。特に,インターネットから様々なファイルを

ダウンロードする場合に,ウィルスに感染したファイ

ルを受け取る可能性があることなどを教授した。

成績評価の方法については,各担当教官に一任した。

私の担当する2クラスにおいては,試験時間内に電子

メールにより出題し,メールで解答を返信するという

方法により試験を行い評価した。試験の設問は,以下

の6項目の習熟度を見るものである。

a。メールに対する返信ができる

b.メールに返信する際に,適切な引用ができる

c.eディタとワープロで作成されたファイルの相違

点

d.パスワードの重要性・管理について

e.ファイル・ディレクトリの概念についての理解と

ファイルブラウザの使用方法

f.日本語文章の入力

各項目について,3段階で評価し,1点(理解度低)

から3点(理解度高)に数値化した。

また,これとは別にタイピング練習ソフトを使用し

て,英文字の1分間あたりの総打鍵数についても試験

を行った。この試験は5月下旬に1週間の間隔をおい

て2回行い,3回目は7月下旬の試験日に実施した。

ただし,5月に実施した内容よりも試験日に実施した

内容の方が,文章の難易度が高くなっている。

試験の結果をクラス毎にまとめたものが下表であ

る｡下表でA組は初等芸術専攻の学生53人で構成され,

B組は技術専攻12人および情報教育課程の学生40人で

構成されたクラスである。

-196-



情報教育入門Iにおけるコンピュータリテラシー教育

これらの結果から,私の担当した情報教育入門Iの

クラスの習熟度について,以下のような示唆が得られ

た。

・インターネットに関連した項目についての操作に

は,十分習熟しているが,パスワードの重要性につい

ての認識が今一歩である。パスワードは,どのような

ケースでも(たとえ,試験で書けと言われても)他人

に漏らしてはいけない,と強調したにも関わらず,「パ

スワードの最初の4文字を書け。ただし,書けない理

由がある場合は,その理由を述べよ」との出題に対し,

ほとんどの学生が最初の4文字なら良いだろうと安易

に考えたのか,パスワードを書いてしまっていた。

・タイピングについては,芸術系の学生が初めから比

較的真面目に取り組んでいるのに対し,技術・情報系

の学生は試験があるので練習するというような消極的

な姿勢が目立った。これは,コンピュータに対する関

心が高いことが逆に災いして,コンピュータ自身に直

接関係のないように思われるタイピングを軽視する傾

向があると思われる。

・Windowsの基本概念および操作についての理解は,

技術・情報系の学生はできているが,芸術系の学生に

とっては困難であった。特に,ファイル・ディレクト

リの概念がうまく理解できていない様子で,ファイル

ブラウザを使用して特定のファイルを見つけて,その

内容をカット&ペーストする問題に対して,この傾向

が顕著に現れた。

・タイピング能力については,常に芸術専攻の学生が

上回っており,特に音楽専攻の学生でピアノを得意と

する学生は, 300打鍵以上タイプできる学生もおり,総

じて能力が高い。昨年度まで,情報科学コースの学生

に課してきたレベルが120打鍵であり,これは,フルサ

イズのパソコンキーボードを使った場合であったのに

対し,今年度は1周り小さくタイプしにくいと言われ

ているノートパソコンのキーボードを使用しての結果

だったことを考えると,驚異的な結果である。ピアノ

同様に,パソコン操作も,幼少期からの積み重ねるこ

とで,将来的には,大学段階では不要になるのであろ

うか。

5.ま と め

今年度から全学必修科目となった情報教育入門Iの

授業について,その内容を紹介するとともに,実践結

果について報告した。時代を反映し,インターネット

関連の内容については,学生の興味・理解度ともに高

いのに対して,パソコン操作の基本であるWindows

については必ずしも十分に習熟したとは言い難い状況

であった。しかし,今後インターネットの利用という

パソコンの使用目的があれば, Windowsの基本操作

については少しずつ理解が進むと思われる。情報教育

入門Iは,そのような動機付けのための授業として考

えれば,今後,各自のノートパソコンが有効に活用さ

れることになろう。

今年度,授業をスタートするにあたり,予算的な問

題が発端となり,各自にノートパソコンを所有しても

らうこととなったが,多くの学生は入学時から自分の

パソコンを持てることを好意的に考えてくれたようで

ある。また,自分のパソコンを持つことにeり,活用

しようとする意志も高まり,さらにパソコンの取り扱

いに対する注意など,さまざまな能力・知識を得るこ

とができたようである。

今年度前期は,情報教室が使用できるようになった

のも授業の始まる1週間前で,十分な準備ができない

ままにスタートしたが,多くの教官の協力において,

授業を運営することができた。

6.今後の課題

情報教育入門Iの授業においては,単にコンピュー

タの基本的操作の習得にとどまらず,インターネット

を利用する上でのマナー,著作権の問題等にまで踏み

込んだ。しかし,社会全体の風潮として,他人に見つ

からなければ悪事を働いても気にしないようなところ

があるためか,新入生の中には,既に匿名で大学外部
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に問題となるような電子メールを送信したり,ソフト

ウェアの無断コピー等をしている学生が存在する。こ

れらの学生に対する今後の指導は,それぞれの学生の

所属課程を担当する教官の協力も得て,行っていかな

ければならない。

情報教室については,教務課のご尽力により,平日

は毎日夜8時まで使用できるようになったが,最近,

情報処理センターではプリンタの授業目的外での私的

使用が多く,授業に差し障る事態が生じている。遅か

れ早かれ,情報教室についても同様の事態が想定され,

早急に対策を考える必要がある。

環境整備の面でも,最近新設される大学では学内の

いたるところに情報コンセントが設置され,学生は各

自のパソコンを用いて自由にインターネットにアクセ

スできるようにしているところもある。現在,本学で

は,情報コンセントを設置した教室は3教室しかなく,

今後さまざまな授業においてコンピュータの活用が進

んでくると,当然教室が足りなくなる。また,学生が

自由に自習できる環境も保証する必要がある。

今後,学生に自由に使用できる環境を提供するとと

もに,その引き換えとしてインターネットを利用する

上でのマナーを遵守するよう指導していく必要があ

る。

さらに数年後には,多くの学生が大学入学以前に何

らかの形でコンピュータ教育を受けて入学してくるこ

とになり,その時には,現在の情報教育入門IやIIの

内容を大幅に改訂する必要がある。それまでには,高

度な情報処理入門教育を行えるだけのカリキュラムを

開発するとともに,教育を行うスタッフを充実させて

おく必要がある。
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